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みなさんは、毎日の診療に自信を持って臨めてますか？ 
 
「患者さんの訴えにどう答えればいいのかわからない」 

「患者さんになかなかこちらの話を切り出せない」 

「患者さんがいつも人のせいにして、話が進まない」 

「家族を呼んだけど、意見が違いすぎてまとまらない」 
 
家庭医�総合診療医の診療で、よく遭遇するこのような場面で、みなさん頭を悩ませ
ていないでしょうか？ 
 
本ワークショップでは「コミュニケーションスキル」を、米国で学んだ家族療法家
と共にお届けします。 
 
家族志向ケアでは、システムの視点から、患者・家族と協働できるように様々なコ
ミュニケーションスキルを用います。 



 

本ワークショップでは、これらコミュニケーションスキルを知識レベルではなく、
ロールプレイを通じて、技術レベルで獲得することを目指します。 

明日からの診察で、みなさんがより効果的に患者・家族と関われるようになるでし
ょう。  


